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※竹崎く192'Z)による
灰分が少い。この外、長官 (J¥A或はAll)は短
t;(ola)よりも同様挟分il.少い傾向が見られる。
灰分合量iま個韓間1:¥相官蹟い聾呉があるこミは
糠準備差からも明かに見られ、本調査では個慌
散が少いので統計的に差を砥認、できないものも
あるがーとの結果に闘する!録り、犬穂如上の占
うな傾向を見るこさが出来危.
以上の結果から、我聞の大萎では、で質の最
も柔軌な細苦型が最も灰分多〈、普遁型長剛ぜ
これにつぎ、短型粗剛せが最も灰分少い.向、
せ鰭型にわけて考察すると、むの各種表現型の
灰分合量から、 H~h， a)A、e)Eさいう遺体
的な関係が成りたつように推測できる。
此等の結果は、 POpf，M. N.(1945)μ}の結果さ
全〈越の様にも考えられるが、氏の揚合は間一
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品種を具った傑件で栽培b、2足分含量
-t2!，)~近〈も異にしたものに0いての
結果で、こ二で取扱ったものさ立場を
具にしている.具系統胡ではせの股落
〈脆弱〉性さ灰分含量三の聞に殆e関係
が加、ざする Aberg等の結果は著者
等の結果金規を~，ニずるものである.
併しここに地べたのは唯ーつめ受維材
料についての結果であり、時来種々の
材科について研究・する必要がある.
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薬剤によ石雑草の駆除試験第11報
小宴畑め播積即日石灰窒素施用の薬害個避さ雑草防止に‘就で
笠 原 安 夫
轟に著者等は畦完成後にs:傑(矯溝、.蒔溝〉にの 害な〈、一方雑草の褒生も少き是認めたり.昭
み反賞5-7・6貫の石灰窒素暑地布し百一週間後 和18r211f.に至る聞の試験結果を報告せんさす
にIJ、要そ橋菌して覆土-i'堆肥にて代へば、作傑 1)先づ猿備試験まして、ポツ干に於τ小菱粒
の雑草費生防止に布劫にしてl手取除草を省時レ を蒔きずこるJ:に賓土の厚さをOふ 1仏 1，5 2:0， 
得るさ報告せり.但し誤法は小菱の酒朔播種を 2・l)cmさし、とれに石灰窒素尻嘗〈全面)7.f)": 
温す組あればこの慰是正の必要を感ぜり、救 80実施用したる結果1.5cm以上の覆土に於τ反
巳蒔講の覆土を趨宮の厚さにし、その上1:播種 営15-30賓の石灰窒素は小菱の琵菊生育t二殆ん
〆即日石灰窒素を撒布すれば小萎の費芽生育に藁 r無害なり.
，C6;> ニ・ s-
会)~に咽揖試験iこ於て覆土 1cmさし、これに
作保のみに反賞品質ぐ全面16-0買の割合さな
れり)の石衣窒素・-a'撒布せる損合雑草防止に相
嘗効果ありしも、一方小委にも多少襲寄ありτ
快勝の箇所4量生ぜ仇されば穀牧は劃鳳よ担少
し〈劣れれ
3)覆土10Ocm以上さなし、石友蜜棄を描溝に
のみ反首6買漬は全面に長賞10賞施用の場合は
その雑草賞金を約半分乏し、ー方般牧も硫安無
施用。揖合を除き封照tこ比しτ遜色fJ.~、ょっ
τニの方・法によれば作備中の手取除幕を省略し
得る揚合あり.
4)石Z反撃棄の本施用法は単に雑草防止の観艶
のみならす事、該肥料の備種曲目施肥法さしての
一新法を附奥せりと信歩るなT.
薬剰によ 3雑草の騒除試験第12報
• 4、通路畑の舗易耕i宇法ご薬剤除草に就て
ー 箪 原
著者等は既に小委畑の薬削除草に就きτb度報
告せり.結局1:於τ小委畑に周ひ得る薬剤は或
温度並Iζ用量の硫酸、硫酸噂〈級事宇〉、石灰窒素
に過ぎざるを認めたり.而して硫酸蹴は薬剤費
鞘高慣&なりて不起憤f.cりしが硫酸1-2%波、
石灰窒素長賞ふー7.5貰の施用は経掛的なりしに
より賓施可なりさ述べたり.拾に唱和18-21年
に亘りて各種の簡易耕作法 (2傑打寄蒔'¥2儲
打起草事、 2s筆削蒔、及びトラクター整地時、備
中鍬の入力整地蒔等)にて栽培せる小芽細にて
3月子旬-4月上旬に硫酸及石次宮家の撒布賓
臓を施行せり、亦、再度不耕密橘〈穴蒔、削蒔〉
ーに於ける措種前の石~窒素撒布による除草効果
さその小宴の故量tz:及ぼす影響を見たりその鮮
果はきたの如L.
1)不緋密穴矯It:於て機種前石灰蜜嘉・を19貫撒
布すれば、第1年撲に於τ同銀撒布匿に比較ι
τ，その雑草費生量は1/10以下とたり、同6賀直
は1凡なり。一方暫牧は前者2・68石、後者2・93石
なり.t聴2年次は周辺貫匝は封照2・9石に比較
しτ2・25石さ著しく横牧せれ第3年次は同10
貫撒布匝は僅かに1・67石に過をや、これ石荻蜜
索以外の肥料の施用量少きためなり.ょっτニ
の方法は多肥の場合のみ、耕起盛地〈普通施肥〉
に比して大差なき生産力を維持し得るも、少胞
の場合は其賓施不可なりさ思惟せられたり.
2)不耕草色・穴橿叉は不耕密制婚に於て只1-2回
草削りは不草制匿に.11:較e"て慰牧を増加せり.
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屯
されE雑草費生量は早期1国車削は反ってM-t
場合ありたり.
3)生育中石友窒素め反省5貫撒布i亡古きでは除
草用さして硫安肥料より富余分に興へれば概ね場
牧すれども、施肥最用せんが昂に硫安を差.;r t・
ば一般蹴牧を来す.叉生育中1.15"硫酸液民嘗
30(')立撒布は相首i乞除草効果があり.難牧も除
草匝に比較しn.:遜色なじ3
心不耕起蒔1.1:る2保打寄掻は耕起蒔栽塘より
も雑草及聖!!:J!kに於τ良結果を得たり。該法は比
較的強力を要せ歩婦女子のカにても容易に施行
し得る方法なれ
附Is 首題に関する研究の詳細は後日設表の.~な
り、本研究はヲE帯省自然務事研究廻〈同制18
Ifl)、同科響研究賓〈昭和21年入日本事衡銀
輿金助成金(昭和:9if}によpてi1行せり建に
滋みて雨宮周に劃して感謝の慮を表す.
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